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1983年 ヒ マ ラ ヤ 登 山 学 校 隊 員 募 集
ヌ  ン (7,135m)

1983年度ヒマラヤ登山学校は、 カシミールの

盟主 ヌン峰で実施することに決定 しま した。 これ

は単 なるパ ック登山 とはまった く異 なり、 自ら遠

征 を行なえる人材を育成することを主眼 としてお

り、経験豊富なインス トラクターの もとに、正 し

いセオ リーにのっとった確実な登山を指導 してい

ます。隊員はすべて、装備・ 食糧・ 輸送 0梱包・

渉外等の具体的実務に参画 していただ き、また国

内山岳での強化合宿 も行な うなど、 ヒマラヤ遠征

全般 を体得できるように組まれております。

過去の卒業生は、現在 ヒマラヤで幅広い活動を

行 なっており、登山学校の経験を基に してさらに

遠征を実践 している人は 9名 に達 し、その中には

8,000m峰 登頂者 4名 も含まれています。

登山学校隊の実績は下記のとおりです。

・ 1977年  タルコット (6,099m)

(JACに協賛 して行なった)

01978年  ヌン (7,135m) 4名 登頂

トリスル I峰 (7■ 20m)6名 登頂

II峰 (6,690m) 7名 登頂

。1979年  キャシー ドラル (6,400m)6,000

mま で

ケグルナー ト・ ドーム (6β 31m)

19名登頂

ナング ●カー ト (6,61l m)事故の

ため断念

クン (7,077m)現在準備活動中

実施要項

目 的 ①ヌン (7,135m)登 頂

②高所登山の基礎修得

時 期 1983年 7月 末～8月 末 (35日間)

負担金 70万円 (航空運賃の変動等により変る

こともあります)

定 員 20名 (申 込順)

インス トラクター4名 (医師含む)

申込み 1983年 6月 末までに下記宛に申込むこ

と (資料を送 ります)

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-"-1
淀橋食糧 ビル 日本ヒマラヤ協会

★今年度 より準備活動、強化合宿等をより万全に

行な うため、締切 りを早 くします。希望者は早急

にお申し込み下さい。

0 1980年

0 1981年

・  1982年

この登山隊の旅行手続は、(掬西遊旅行が担当します。旅行業代理店業1976号

アンナプルナ内院南氷河よリマチャプチ ャリ (6997m)を 望む。

(吉越文隆 )

ヒマラヤ NO.123
1.ナ ンダ・ カー ト捜索報告

4. ヒマラヤニュース (地域ニュース・インフォメーション・トピックス。新刊案内〉

8.カン・グルー登頂 岳友会ライフ&マウント

13.ケ ダルナートの南面 東京アルコウ会

16.IMi:::::31::恣
|::::::::飩

未踏への誘い(2) 稲 田 定 重
VISIT TO HIMALAYAN CLIMBING TEAM(2)一    (都1庁山岳「部

ヒマラヤ閑話 ①

24口 事務局 日誌・寸感

水 野   勉



インド・ ヒマラヤ

ナンダ・カート捜索報告

日本ヒマラヤ協会ナンダ・カー ト捜索隊

イン ド・ ヒマラヤ、ナング・カー ト峰の登山学校隊は、 9月 27日 夜から 28日朝にかけて、C3に入

っていた藤倉副隊長以下 7名が行方不明になるというアクシデン トに見舞れま した。 (本誌 N■ 121参照 )

協会では この事故の解明のため、10月 21日 ～ 12月 6日 にかけて、捜索隊 (菊地隊長以下 11名 )を
派遣 し、捜索活動を行いました。懸命な捜索活動にもかかわ らず、遺体及び遺品の発見はできませんで し

たが、以下にその活動の概要を報告致 します。

捜 索隊第一陣は、10月 21日 に菊地、鈴木の 2名

が、 カトマンズにあるHAJの 装備をデ リーに輸

送する任務 を帯びて出発 した。 つづいて10月 25日

に、尾形以下の本隊が直接デ リーヘ飛んだ。 26日

に全員がデ リーに集結し、 2日 間であわただし〈

出発準備を済ませ、10月 28日 午後 2時半、デ リー

を後にした。 ピング リ氷河右岸河岸段丘上のカル

カ (3700π )に BCを建設 したのは11月 2日 であ

る。

隊の構成は下記のとうり。

<隊長>菊 地薫、<隊員>尾形好雄、新郷信廣、

山田昇、佐久間隆、舘野秀夫、宮崎久夫、佐藤誠、

鈴木茂、若尾巻広、片岡邦夫、<現地サポート要

員>村上豊子、物井洋子、絹川忠直、<リ エゾン

オフィサー>マ ンガル・ビサ

●事故現場への登攀
11月 3日 停滞。前 日の正午 ごろ より降 り初め

た激 しい降雪が一 日中つづき、テン トー張が押 し

つぶされる。 これは、かなり大型のサイクロンが

上陸 した影響によるもので、下界の平野部では大

雨に見舞われ、大きな被害が出ている。

11月 4日  2日 間の荒天が過 ぎ去 り天候が回復

したこの日、ベース・ キャンプで「ハタケ」の儀

式 (安全登山を祈願する儀式 )を行ない、尾形隊

(尾形、宮崎、佐藤 )は 0・ 1へのルート偵察に

出かける。入 り〈んだ複雑 な地形 と前日までの積

雪によりさっぱり距離 をかせげない まま、4,080

″を最高到達点 として BCに戻る。

11月 5日  C・ 1へのルー ト偵察。尾形、宮崎

H・ P(高所ポーター )1名 は前 日に引き続いて

藤倉ルー トを トレースして Colへ のルー ト偵察

を行なうも不安定な積雪層に難渋して 4,320π

の上部函養台地の稜 まで しか到達で きず B・ 0ヘ

戻る。一方、別ルー ト偵察 として山田、鈴木は ピ

ング リ河か らピングリ氷河へ向ったがアイス・ フ

ォール (氷の滝 )の状態が悪 く下部か らのルー ト

は不可能 との判断を下 し引き返す。

11月 6日  前 日のルー ト偵察の結 果から藤倉ル

ー トとは別に上部函養台地の稜に出るルー トを工

作することにする。 これは、 9月 の段階では運動

グツで登れた草付の斜面が一面雪でおおわれて し

まい雪崩の危険が危惧 されたためである。X
Bル ンゼ (岩の溝 )と Cル ンゼの間の尾根にルー

トを取 り、固定 ロープを9本張って上部函養台地

の稜に出る。 この日はさらにこの稜 の裏側に入る

沢へと下 り沢を渡って対岸を横 切って C・ 1予定

地が間近かにながめられる所まで足 を進める。

また、 この 日は片岡、若尾の 2名が B・ 0に 到着

する。

キ～上部函養台地の稜に くいこむルンゼ (岩の

溝 )を便寧上 B・ Cよ りから各 々A, B, C, D,
ルンゼと命名 した。

11月 7日  この日、漸 く待望の C・ 1予定地に
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この クレバ スで藤 倉隊

の固定 ロープと赤旗 が

見つかる。

到達する。前 日の最高到達点か ら「象の頭」と呼

んだ稜線へ危険な雪のクーロワールを登って到達

し、 この「象の頭」 4,500π を捜索隊の C‐ 1

とする。

11月 8日  菊地、若尾、 H・ Pの 2名 は C・ 1

への荷上に向 う。 残 りのメンバーは翌 日からの C

・ 1滞在に備えて休養。

11月 9日  尾形隊 (尾形、宮崎、佐藤 )、 山田

隊 (山 田、片岡、鈴木 )の 6名 0・ 1に上が り、

この日から C・ 1滞在 となる。

11月 10日  C・ 2へのルー トエ作。

上部で真一文字に連 らなる懸垂氷河に向って C・

1よ り真っ直ぐ登 り弱点をぬってこの懸垂氷河を

越え、その上のクレパス帯 を トラバース (横 切る )

してスノー・ ドームの下へ到達する。 この日は途

中、固定 ロープを11本張 って 5,050π まで達す

る。

11月 11日  C・ 2へのルー トエ作完了。

前日の最高到達点から雪面 を登 ってスノー・ ドー

ムに出てクーロワールの入口に向 う。 この入口の

手前で 2本の藤倉隊の赤旗が 見つかったが後 日の

大雪で 2本 とも埋 もれてしまった。

クーロワール内には藤倉隊の固定 ロープがぬけ

▲C2下部より望むナンダ・カー ト(661l m)

黒点部分が、事故に遭ったと予想される

C3地点。

く捜索現場付近の概念図 .

出る地点まで張 られてあったが大半が雪に埋 もれ

てお り堀 り出すのに苦労する。 この日はクーロワ

ールをぬけ出した5,38oπ まで到達する。

11月 12日  朝から激 しく雪が降 り続 き全キャン

プとも停滞 となる。

11月 13日  前 日からの降雪が朝まで続 き新雪雪

崩の危険が危惧されたため C・ 1は この日も停滞

となる。

一方、菊地、若尾、 H・ P2名は 0・ 1ま での

ルー ト確保に B・ 0か ら向かい途中まで ランセル

を行 う。

11月 14日  第ニ キャンプ建設。

2日 間の降雪ですっかリトレールはかき消されラ

ッセルのアル バイ トを強い られ たが、 この 日

5,400πの地点まで達 して捜索隊 C・ 2建設する。

山田隊 (山田、片岡、鈴木 )はそのまま 0・ 2に

滞在する。

物井、村上それに11月 4日 にメール・ ランナー

として下 った絹川の 3名、 BCに到着。

●捜索活動

11月 15日  C・ 2入 りした山田隊 3名 は、藤倉

の第 3キ ャンプとおぼ しき5,900π 付近に達 し

雪崩跡
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捜索するもヽ 何も発 見出来ず。 C・ 3への途中の

クイバスに張 られた固定 ロープを発 見しただけに

終る。

この日、 C,2入 りした尾形隊 (尾形、新郷、

宮崎 )は、 C・ 2付近で藤倉隊 C・ 2の捜索を行

なうも手がかりなし。

11月 16日  C・ 2の尾形、山田の両隊は、事故

現場 と想定される C・ 3地点の捜索に向 う。

C・ 1か らの佐久間、佐藤は、 C・ 2付近の捜索

を行なうも、共に何も見つからず。

舘野、絹川の 2名 は B・ 0よ り下山。

11月 17日  C・ 2の尾形、山田の両隊は、引き

続 き 0。 3地点の捜索を行ない、 C・ 1か らの佐

久間、佐藤は C・ 2付近の捜索を行なう。

11月 18日  C・ 2、 C・ 1と も休養停滞。

11月 19日  この日から C・ 2の 6名 は、藤倉隊

C・ 2の発 見に全力を注 ぐべ〈C・ 2付近の捜策

を行なう。

これは、前 日の打 ち合わせで次の 2点の反省が

上げ られ、

・ 藤倉隊 C・ 3と おぼ しき場所が余 りにも広大な

雪原でポイン トを紋 りに 〈い。

・ 9月 27日 ごろの旧雪層というのはどの辺に位置す

るのか、果 してゾンデ棒 (2.5π長さの鉄の棒 )で

到達 しているのかとい う疑問。 まず、 C・ 3よ り

はポイントを紋 リー易い C・ 2を探 し出 し、その埋

没状況を見てから改めて C・ 3を 捜索 しようとい

う事になる。

佐久間、佐藤の 2名 0・ 2入 り。

C・ 1よ り菊地、 リエゾン・ オフィサーも上が り

C・ 2付近の捜索を行なう。

11月 20日 藤倉隊 C・ 2の捜索活動。

11月 21日 藤倉隊 C・ 2の 捜索活動。舘野、絹

川、帰巨聰

11月 22日 尾形隊 (尾形、新郷、宮崎、佐藤 )

はインド・ナインタール隊の C・ 3付近の捜索を

行なう。

山田隊 (山田、佐久間、片岡、鈴木 )は、 11月 15

日に発 見したクレパス内の固定 ロープの回収を行

なう。回収 している時に雪面下15“位の所で 1本

の赤旗が出てきた。

C・ 1か らの菊地は藤倉隊 C・ 1の捜索を行なう

も発 見出来ず。

C・ 2の燃料 (EPIガ ス )切れに より8名 の C

・ 2滞在は、 この日までとし、翌 日か らは石油コ

ンロを使用 しなが ら4名 の滞在者になる。

11月 23日  C・ 2の尾形、山田、片岡、鈴木は

C・ 2付近の捜索を行ない、午後は休養。

C・ 1か ら藤倉隊 C・ 1に 向かった菊地  ヽリエゾ

ン・オフィサー、 H・ P2名 は、 2滋 もの雪の下

からダンロップ・テントを発見する。

新郷、佐藤は B・ Cへ下山。

宮崎、佐久間は C・ 1に下 り、 C・ 1滞在者は菊

地、若尾を含めて 4名 となる。

11月 24日  C・ 2滞在の 4名 は、藤倉 C・ 2の

捜索に全力を注 ぐも何も見つからず。

11月 25日  技索活動最終 日。

C・ 2滞在の 4名 は、再び事故現場 と想定される

0,3付近に赴 き最後の捜索活動を行 な うも到頭

何 も見つけることが出来なかった。

ブ リザード(吹雪 )の 吹 き荒れる中、 14時半に断

腸の思いで捜索活動 を断念する。

C・ 1か らの 4名 も C・ 2付近の最後の捜索を

行な うも最後 まで何も見つからず無念 に終る。

11月 26日  C・ 2、  C・ 1の高所 キ ャンプを撤

収 して全員 BCに集結する。

11月 27日 隊荷整理 と BCの徹収準備。

11月 28日  BC撤 収。

BC下のナング・ カー トが正面にながめ られる大

岩にレリーフを刻み こんで慰霊祭を行 なう。 その

後 BCを後にブルキアヘと下る。

12月 3日 、デ リーに到着。関係諸機関への報告 、

事後処理を済ませ、 5日 、帰国の途についた。

(文責 尾形 )
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lllHIMALAYA NEWS

中印 、 20年 ぶ り国境交 渉

中国とイン ドの雪解けを象徴する第 1回国境交

渉のため、ゴンサルベス外務次官を団長とするイ

ン ド代表団が、 7日 、ニューデリーを出発、北京

入 りした。交渉は10日 から14日 まで北京で開催さ

れる。中印国境画定問題は、62年中印戦争以来、

両国間の最大の懸案となっているが、さる 6月 の

黄華 。中国外相訪印の際、ガンジー・イン ド首相

との間で20年ぶりに交渉を始める合意が成立した。

この交渉では、交渉の大枠を固めるのと並行して、

中国側に「どのくらい譲歩の余地があるか」を探

るのが、インド側の狙いである。

(12月 8日  朝日新聞 )

日本 ヒマ ラヤ 会議札幌 会場

<期 日> 2月 21日 (日)10時 ヽ 17時

<場所> 未定

<会費> 1500円
<内容> カンチェンジェンガ1981報告、ヒマラ

ヤ登山とトレーニング、日本隊の事故

原因究明、ナングカー ト登山と捜索報

告、他。

海 外登 山技術研究会

は)日 本山岳協会の主催によるこの研究会は、今

年で第20回 めをむかえるが、下記のとうり開催さ

れる。

<期日> 1月 30日 (土)ヽ 31日 (日 )

<場所> 東京・八王子大学セミナーハウス

<費用> 12,000円

<内容> 8,000″峰 登山、最近の傾向、

チョゴリ峰 (K2)を どう登るか。

<募集人員> 50名
<問合せ・申込み> 〒 150 東京都渋谷区神南

1-1-1 岸記念体育会館 日本山岳

協会

高 所 順 応 研究 会

東京都山岳連盟では今年度のヒマラヤ登山隊に

向けて下記のとおり高所順応研究会を開催する。

同研究会は高所順応の方法論、肺水種その他高所

障害の対策に的を絞った研究会である。

日 時 2月 28日  午前 9時ヽ午後 4時

会 場 東京都勤労福社会館 (地下鉄日比谷線

「八丁堀」下車徒歩 1分  TEL 03-

552-9131)

会 費  3,000円

問合せ 東京都山岳連盟事務局

上記にハガキで所属山岳会、登山隊名

住所、電話番号、氏名を明記の上会費

を振込んで下さい。

ネ パ ールの盲 人 に光 を〃
ヽ善意で今年も医師団ヽ

百人に 1人は失明者というネパール。貧しい無

医村で「アイ 。キャンプ」という野外開眼手術に

参加した日本人チームの記録写真展「盲人に光を」

が、来月 1日 から5日 まで、東京で開かれる。大

阪在住のカメラマン川上緑桜さん (51)が 、昨年

末、チームに同行して撮影した。「写真を通じて、

ネパールの人たちの役に立ちたい」と、写真展を

思いたった。東京に先だって大阪でまず開かれた

が、百万円を超す浄財が集まった。東京の会場で

も募金箱を置く予定だ。これらの寄金をもとに、

今年も年末、医師グループが現地に派遣される。
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HIMALAYA NEWSI■

展示会場は、中央区銀座 1-7-7、 銀座ラ・ポ   機械の供与で、プータンの第五次経済計画 (1981

-ラ ニ階催 し物サロン(TEL 563-5501)     ｀ 1987年 )の農業機械化計画に使用される。

(11月 27日 読売新聞 )

「 さま よ う湖 」説 は誤 り ?

シルクロー ドの天山南路にあるロブノール (中

国新彊ウイグル自治区 )は 「さまよえる湖」 とし

て有名だが、中国の科学者たちはこのほど、 ロブ

ノールが移動したように見えたのは湖内部で湖水

の位置が変化 したためで、湖自体がほかへ移動し

たことはないとして「さまよえる湖」を否定する

結論を出した。

上海紙「解放日報」 27日 付の報道によると、こ

の結論は中国科学院新彊分院ロブノール総合考察

隊が現地での測量や採取資料をもとに出した。

これまで国外の多くの地理学者は、 ロブノール

が古い地図に示された位置にないことなどから、

湖は地下水流や大風の吹 き上げる砂の影響で動き、

約 150年を周期に時計の振 り子の ように南北へ移

ると考えていた。

同考察隊はこれに対し「ロブノールの湖水は気

候の変化ゃ地穀変動で、拡大したり縮小 したり、

また南に寄ったり北に寄ったりしたが、本来の湖

の範囲を越えて移動したことはなかった」と結論

している。    (11月 29日  朝日新聞 )

ブ ータ ンヘ 3億 円無 償援助

日本がブータンに与える総額 3億円の無償援助

に関する交換公文が 27日 、原駐イン ド大使、タシ・

ドブグル大使の間で調印された。日本がブータン

に無償資金援助を行うのはこれが初めてで、同援

助は今年度中に実施される。

同援助の内容は耕運機、 トラクターなどの農業

0ア ムネマチン 上越 山岳協会  ベ ースボ ールマ

ガ ジン社  11月 30日

・ 歩 くスキー コースガイ ド 水野 湘司 岳書房

11月 30日

・ 遥かなリエヴェ レス ト 島田巽  大修館書店

12月 1日

●シルクロ ード物語  松本和夫 論創社  12
月 1日

・ ネパリレ叢書「神話と伝説の旅」川喜田二郎、

加藤 千代 、他 古 今書院  12月 4日

。野山の 12カ 月 宇都宮貞子 評論社 12月 5日

・ 山 と書物 小林 義正 築地書館  12月 7日

・ 続山と書物 小林義正 築地書館  12月 7日

0東京都桧原村 から 玉木英幸  三一書房 12月

11日

●K2「 7人の闘い 」 ライ ンホル ト・ メスナー

横川文雄訳 111と 渓谷社  12月 12日
0中国登山ハン ドブック 上越山岳協会 ベ ース

ボ ールマガジン社

・ 雪崩の世界から 新 田隆三 古今 書院

・ 動物 と自然保護 藤原英司 朝 日選書  12月
17日

・ 雪 国動物誌 高橋喜 平 創樹社  12月 19日
●カ ラコルムを越えて ヤングハ ズバ ン ド 白水

社  12月 21日

・ 西域への砂漠の道  ラテ ィモア 白水 社  12
月 21日

・ 詩集 「山 」 串田孫 ―― 文京書房  12月 25日

原 稿 募 集
ニュース  ヒマラヤ (中 央アジア含む)の各地域の社会情勢・現地事情 (入 山事情)の変化、日本 を含
む各国登山隊の動勢、その他気のついた事 をお知 らせ下 さい。ニュースソースも併記 して下 さい。
紀  行  遠征、 トレッキ ング、旅、etc… ...。 ヒマラヤ及び シルクロー ドに関する地域 な ら何でも結構
です。

★投稿は会員 、非常会員を問い ません。採用分 には全国共通図書券をさしあげます。
★送 り先 〒160東京都新宿区高田馬場 3-23-1 淀橋 食糧 ビル 506

日本 ヒマラヤ協会
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日本ヒマラヤ会議報告 (高知 )

昨年に続いて高知では 2回 目のヒマラヤ会議が

開催された。世話人の国沢鎮雄氏の水際立 った手

配に より32名 の参加者があり、盛況であった。

日時 56年 12月 5日 (土 )15時30分～ 6日

(日 )正午

場所 高知会館 (高知市本町 )

国沢世話人の司会により進め、主催者側として

稲田専務理事が御礼の言葉 と会議の趣旨を述べ、

高知県岳連山崎会長のごあいさつがあって日程に

入った。

登山報告「 HAJカ ンチ ェンジュンガ 1981」

15.45´-1700

稲田により計画成立にいたる経緯、準備段階で

の曲折、チームづ くりの基本思想等の話のあと8

ミリ映画により報告された。テープンコーダーと

画面が仲々同調せず 見苦 しい点があったのは残念

だったが、ひ と味違 ったビッグ・エクスペデ ィン

ョンとしての認識がなされたようである。

講演「 カンチ ェンジェンガからエベレス トヘ」

1700～ 18.20

講師 川村晴一氏 (山学同志会 )

当初、小西政継氏が予定されていたが K2偵

察後 とい う事情 もあって直前で来れなくな り川村

氏が代理 したわけである。 1980年 カンチ ェンジ

ュンガ北壁か らの無酸素登頂に成功 した時の体験

をベースに、 8,500π 以上の山の登 り方の実際と

氏の登山観が話された。淡々とした語 り口なが ら

強烈な信念 と経験に裏打 ちされた氏の話は説得力

があった。 8,000π の無酸素登山 と 8,500π 峰の

無酸素登山は同じ8,000″ でもはっきり異なるよ

うである。

19時から懇親会に入 り21時 まで自己紹介をまじ

えて楽 しく過 した。終了後は会場 を市内の飲み屋

街に移 し、驚 くなかれ第数次回に及んだものであ

る。土佐の人々の豪快な飲みっぶ りに唖然とする

ばかりだった。

12月 6日

登山報告「クン西壁 1981」 90o～ 1030

名越 実氏

スライ ドによリアプローチと登攀の もようが報

告された。難度において ヨーロッパアルプスの第

一級ルー トを上回るとい う西壁での登攀は、変 り

行 くヒマラヤ登山の実状を強烈に印象づけられた。

「最近の高所登山の傾向と戦術」1030～

11.40稲 田定重

冬期、無酸素、アルバインスタイル等、漸新

な試みが積極的になされつつある近年のヒマラヤ

登山の動向、その背景、事例分析等の話を資料を

もとに行なった。 アルバインスタイルが高度順応

の上に成功 していること、流れが どうであれ自ら

の力を適正に評価した登 り方こそベターであるこ

となど、遭難多発の中でじっくり:考えてみるべき

ことが話された。

この会議の開催にあたって、非常なお骨折りを

いただいた国沢鎮雄氏、山崎会長に深甚の謝意を

表 したい。           (稲 田記 )

広島集会報告
恒例の広島集会は、12月 6日 午後 6時30分から

広島駅前の甘党の店の 2階 (広島山岳会のルーム

になっている )で行なった。世話役は、名越実氏

である。講師は稲 田専務理事。

当日は日曜の夜 とあって日が悪かったが12名 の

参加を見ることができた。

「最近の高所登山の傾向と戦術」については、

会場費代 りの
t雑

煮・ を食べなが ら行なう。

「 カンチェンジュンガ 1981報 告」は 8ミ リ映

画 (約 1時間 )を 上映 した。録音機のポリューム

が低いので弁士付 きで行なう。

協会において準備 した資料の補足説明を行ない
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9時30分閉会。

稲田と一緒に高知を出た名越氏はフェリーに乗 り

遅れて閉会直前に到着。空路大阪経由できた稲田

は定刻通 りに着いた。会終了後、市内の盛り場に

繰り出して例により11時過ぎまで話がはずんだ。

長崎集会報告
長崎地区の会員10名 が参加 して12月 7日 午後 6

時∞分から長崎駅前の交通会館 3階談話室で開催

された。

長崎は初めてとい う稲田専務理事が講師 となり

映画・スライドを中心に行なったが、 9時までと

いう制限があり時間不足を感 じた。

まず、「 ヒマラヤ最新情報」 とい うことで、最

近の高所登山の傾向や登山界の話題 を含めての話

があった。時間がな〈地域事情は ご (おおまかな

点にふれたのみ。

「ナング・ カー ト事故報告」では、事故発生以

来今日までの経過と資金カンパヘの感謝、今後の

対策が報告された。

「カンチェンジュンガ1981」 は、 8ミ リ映画

で B.C以上の部分のみ上映 した。

「 ガンゴトリの山々」はスライドで紹介、併せ

て行う予定だったケグルナート・ ドームの 8ミ リ

は時間切れで中止。

終ってから会場を付近の料理屋に移し、11時半頃

まで話に花が咲いた。勝山良三さんが集会開催の

労をとってくれた。記して感謝申しあげる。

都岳連海外登山研究会開催さる
恒例 となった東京都山岳連盟海外登山研究会が、

11月 28日 ∈D午後 5時 より29日 徊)午後 3時 まで

代々木のオ リンピック記念青少年 センターにて開

催された。

四 日は登山隊報告が 2隊行なわれ、最初に日本

山岳協会が来年の本番に向けて送 り出したチ ョゴ

リ(K2)偵 察隊 (小西政継隊長以下 5名 )の模

様 を佐藤英雄隊員がスライ ドを使 って報告 した。

今までまったく未知だ った中国領 カラコルムの氷

河や山の姿は、大 きな関心の的 となった。

次に今夏千葉工業大学隊が挑んだカンジュット

サールの報告が、藤井正善隊長によって行なわれ

た。 同隊は西面新ルー トよりこのヒスパー山塊屈

指の巨峰の登頂に成功 したもので、ルー トは雪崩

の危険が多 く、 01が雪崩に埋め られる等のアク

シデン トにあいなが らも、全員無事で頂上を勝ち

とったものである。

午後10時 より懇親会となり、 あちこちの部屋で

アルコール類 を交えなが ら、話に花 を咲かせていた。

29日 は午前 9時 より12時半 まで、多発する海外

遭難事故にスポットをあて、山森欣一海外委員の

司会で松永敏郎氏をグス トにむかえ、 また杉本忠

男、角田不二両委員をパネラーとしてデ ィスカッ

ションを行なった。テクニカルな面か らメンタル

な面、 また最近の日本登山界の傾向との関連性 な

ど幅広い面での話が展開された。 11時か らは松永

敏郎氏が、特にヒマラヤにおけるザイル操作や転

滑落の際の脱出技術などに的 をしぼ って熱 っぼい

講演を行なった。

午後からは、再び登山隊の報告となり、昨年困

難な岩壁 を突破 して見事登頂に成功 した東洋大学

メルー登山隊の僕様を大滝憲司郎隊長が 8ミ リと

スライ ドを駆使 して報告 した。上部岩壁の登攀の

様子は出席者の興味をひいていた。

最後に今秋、 日本 ヒマラヤ協会隊が初登頂 した

ランタン・ りの報告を中岡久隊員が、やは り8ミ

リとスライ ドを使 って行なった。今では数少な〈

なった 7,000%級未踏峰の初登頂だけに話題を呼

んだ登山のひとつであった。

午後 3時、本多昭一都岳連副会長のあいさつが

あっぞ閉会 した。出席63名。
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▲BC上部より見たカングルー

ヒマラヤヘの第一歩

私たち、岳友会ライフ&マ ウント (L&M)は 、

今年で創立 20周年を迎えた。 20周年を記念 して、

ヒマラヤに遠征隊を送ろうという計画が持ち上っ

たのは今から3年前、 1978年の秋だった。岳友

会ライフ&マ ウンド (L&M)は 、当時会員 15名、

ヒマラヤを経験した者は居ても、会独自で遠征を

行なった事はなかった。それだけに今回の計画は、20

周年の記念行事としてはふさわしいものであった。

山の選定

7,000m台 で登頂の可能性が高 く、できれば初

登 とい う条件で幾つか候補 を上げ、最終的に第 1

候補 として ドルジェ●ラクパ (6,990m・ 未登・

当時未解禁 )、 第 2候補としてカン●グルー (7,010m

01955年 ドイツ隊初登以後未登)を選んだ。 ド

ルジェ●ラクパは、 1976年に会員 (小林他 3名 )

が西稜のコルを越えた事があり様子が判っている

し、未登である。ただ、許可が降 夕るかどうか判

らなt^。 カン●グルーは、山容か ら見て登頂の可

能性は高そ うであった。早速 ドルジェ●ラクパの

計画書をカ トマンズのヤクホテルを通 して、ネパ

ールを通 して、ネパール観光省に送ったが、返答

がない。 79年春の新解禁峰のリス トにも載ってい

なかった。 この時点で ドルジェ●ラクパは断念、

目標 をカン●グルーに紋 った。

準  備

メンパーは、最初 10人がエントリー したが、休

暇などの都合で最終的に隊員 6名、 カメラマン2

名となった。 この うち隊員 1名 は、親戚付 き合い

の松本登高会の会員であるが、他はOBを含めた

L&Mの 会員である。隊長はヒマラヤ経験の豊富

な小林 (40)、 副隊長は瀬木 (39)と決まった。

80年プレモ ンスーンにカン●グルーに挑戦 した

弘前岳連には、山本が出掛けて、多 〈の資料を頂

いた。中でも弘前岳連の紹介で、法大 ラムジュン

●ヒマ~ル隊 より頂いた、 カン●グルー南西稜の

写真は、 ルー ト決定の決め手 となった。その後 も

ラムジュン隊の上総氏には、資料提供など多大の

協力を頂いた。

食料は、 C2以上は日本食、その他は現地食を

使 う事に した。現地食の調達、シェルパ、ポータ

ーの手配などネパールでの仕事は、 どの隊を見て

も大変な作業である。私たちは、それを旅行社 (マ

ウンテン ●トリップ社)に一任 した。 ネパール経
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験者の少ない私たちにとっては、 カ トマンズでの

日程短縮に大いに役立 ったと思っている。

隊員会議は、原則 として月に2回持つ ようにし

た。項 目ごとに担当者を決め、担当者は原案を作

り、隊員会議では全員で検討を加えるというやタ

方である。

準備作業は膨大なもので、隊員会議は、ほとん

ど真夜中にまで及んだ。

トレッキング

3月 2日 に本隊 カ トマンズ入 夕。先に来ていた

小林隊長 と合流 した。装備、食料の購入 とチェッ

ク、そ して再梱包 と、 カ トマンズの日程は忙 しか

った。 しか しカ トマンズ ●トラベル (マ ウンテン

・ トリップの代理店)の機動力は大 したもので、

約 900時の食料の調達、 80人のポーターの手配は、

準調に進んだ。我 々がやった ら、 こうはゆかなか

ったに違いない。

3月 8日 、キャラバンの出発である。 カ トマン

ズ・ トラベルの大型パスに荷物を満載 して意気場

々と乗 り込む。隊員の中には、 カ トマンズに来て

からまだ街に出た経験のないも者も居るか ら、初め

て見るネパールの風景は何でも珍 しい。頂上まで

耕やされた畑、道端で石を割る労働者、時折姿を

カングルー周辺図

ナウル
0

ピサンピー
至マナ ン ν

見せる白い山々…・・… …̈ 。 ドゥム レに着いたの

は、夕方 6時頃だった。ポーターた ちが集まって

いて村は賑やかだった。 ここか らい よい よ本当の

キャラバンである。

マルシャンディ川に添った村 々は貧 しいようだ。

日本では家畜小屋で しかないような所 に人間が住

んでいる。キャラバンも数 日経つと、楽 しみが増

えて くる。最初は、 ネパール式の ビス タリズムに

とまどい気味だった隊員たちも慣れて きて、ポー

ターたちと供に、 のんびりと歩 く。茶屋に寄って、

ミルクティーや、 チャン (どぶろ ぐ)を飲んだ夕、

ポーターの食事を食べたり。

3月 16日、コ トとい う部落に着いた。 マルシャ

ンディ川は、大分狭 くなって、いかに もヒマラヤ

の内襖に入って来たとい う感 じがする。 ここで、

道はマナン街道を外れ、ナウル ●コー ラ添いに入

って行 く。ナウル ●コーラの入口は、 200mは あ

る垂直の岩壁が門の ように立っていた。は じめて

アンナブルナⅡが自 く輝 〈勇姿を見せた。 コトか

ら半 日入った所に弘前隊の情報通 り、 カン ●グル

ーに入 る谷 との出合いがあった。少 し先のナウル

●ガオンとい う村のポーターに道案内を頼んで、

カン 。グルー南西稜の末端 と思われ る尾根 を登る。

夏場はヤタを放牧する為に登る道がついていて、

ヒム ル ン ヒマ ー ル

7126

ン

チャーメ

カングルー
7010
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心配 した雪 もなかった。 18日、3,800m地点に、

仮 B oCを設営。 ここか らはカン●グルーは見えな

い。 19日、B.C予定地まで偵察 したが、午後は雪

が降 り出 した。 22日、4,200m地 点にBoC設営。

BoCは、南西稜の中程の草原である。近 〈には、

放牧用のカルカが 2つ あった。 BoCを作 った頃は

誰 も居なかったが、登山が終る頃には村人が登っ

て来 た。彼 らは時折テン トに顔を見せては、薬を

ねだったりしていた。弘前隊のB.Cか らは南西に

lk皿程寄 っていると思われる。 B.Cか らの眺めは

素晴 しい。北にカン・グルー、南には、壮絶なヒマ

ラヤ要を見せるアンナブルナⅡとラムジュン●ヒ

マ~ル 、アンナプルナⅣ。

頂 上 ヘ

3月 23日、B.C開 き。 どこか ら持 って来たのか

5～ 6mのポーソ哺 1ゞ建 ち、 祭壇が作ってある。やが

て、 ラマ教の僧侶であったと云 うリーダーと、第

1シ ェルパのティリ、 BoCワ ー カーのアン●ブル

バがお教を唱え始めた。何を言っているのか、全

〈判 らないが、彼 らの真剣な顔つきと、朗力と響

く立派な声には、隊員 も神妙になって手 を合わせ

た。青 〈晴れ上った空に、羽ばた 〈ようなカン●

グルーが美 しかった。

南西稜は、写真で見たものと大 して違わない よ

うだった。 ルー トもキャンプ展開 も計画通 りにや

れそ うだ。先ずは一安心 と云 うべ きか。

Clへ のルー トは、南西稜上の コルか ら、南東

に派生 した小尾根を辿 る。ルー トエ作の必要はな

さそ ぅだった。10K`前後の荷を背負って偵察を兼

ねた第 1回の荷上げは、 しか し5,000mに達す

るのがやっとだった。高度の影響は予想以上に大

きい。

3月 29日、5,200mに Cl建設。場所は、南西

稜上の最大のコル。今 日か吹 隊員はルー トエ作、

シェルバは荷上げ と、分担を決めた。荷上げに関

しては、隊員 は シ ェルパの足許 に も及ばない。

マ ナス ル とその右 に P29が 顔 を 出 した。私た

ちは、ルー ト全部にザイルを固定する積 りで、ダ

ンライン3,500mを用意 した。 しか し、ザイルを

張 り出す と、 とたんにビッチは落 ちて仲 々ルー ト

が伸びな 〈なった。 4月 4日 、 5,700mに達 した

ところで、休養の為全員 BoCへ下った。

Clで連 日頭痛に悩まされていた私 はBCで と

うとうダウンして しまった。嘔吐 を繰 り返 し3日

間何 も食べ られなかった。高度の影響で胃をやら

れ、更に軽い肺水腫 も併発 したようだった。 しか

し和田 ドクター (28)の適切な処置に助け られ 1

週間で前線に復帰する事ができた。後 で聞 〈と、

隊長は私を下の部落まで降ろす事まで考えたよう

だった。私 と和田を除いた他の隊員は 2日 間の休

養の後(再びルー トエ作に登っていった。 しか しま

たもアクシデント。C2へのルー トエ作中、村田(24)

が、転んで胸を打 ったのである。肋骨にひびでも

入った らし〈て動けない。泣いて悔 しがる村田を

Clに残 し、残る 3人でルー トエ作は続けられた。

仮C2(5,700m)か らルー トはナイフリッジに

なリー段 と厳 しくなった。

4月 9日 、私たちがブルー ピナクルと名付けた

小 ピークの肩 (6,000m)に 達 した。 ここはかな

り広い雪原になっていて風の当らない よいテン ト

サイ トとなった。そ こをC2と した。 10日、小林

が、まだ BoCに居た私の様子を見る為 に下山、交

替に和田がClに上 った。 12日、やっと回復 した

私は小林 と共にCl入 りしたが、衰弱 していた体

はシュラフも背負えなかった。その間 も上部では

瀬木、山本にサーダーを加えた 3名 でルー トエ作

が続け られていた。私 と村田の 2人の故障者をか

かえて隊は最 も苦 しい時期であった。その為、本

来登攀要員ではない和田も荷上げを しなければな

らなかった。 C2か ら、 ブルー ピナクルの右を ト

ラヴァースするのだが、硬い氷 と切れ落 ちた斜面

に手を焼いてルー トは伸びなかった。 3日 掛って、

200mの トラヴァースを終え、 コルに達 した。 こ

こで稜は大 きく北東に向きを変えて、上部のプラ

トーに続 く。幸いコルの底にはクレバス もなく、

無事越え られた。 コルの底にはタレバスがある事

を予想 して、わざわざカ トマンズまでワイヤー梯

子を取 りにゆかせたのだが……。上部 プラトーに

続 くリッジは見た目よりも長 〈難 しかった。横に

長いクレパスが走 り氷 も混ざっていや らしい。 3

日で上部のプラトーに達 し、C3へ の荷上げを終

える予定力、 4日 でやっと半分にも達 しない。 C

3に荷上げを終えて、 BCに下る予定 を繰り上げ、
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あった。Cl、 C2でそれぞれ 1泊 して、 24日、瀬

木、山本 と私の 3名が仮C3に入った。村田は肋

骨のけがは良 くなったけれ ど、風邪気味で仮C2

止 り。後で思えばこれが肝炎の症状の現れであっ

たようだ。その後C2ま で登 ったが、様態は更に

悪くなり、ついに 26日 下山。8度 6分の熱でよく頑

張った。肋骨のけが といい肝炎 といい村田はつい

てなかった。仮 C3は 6,300m。 雪の窪みに氷が

かぶさっていて風は当らない。仮C3では瀬木快

調、 山本は不眠を訴えて精神安定済を飲んだ。私

は少 し頭痛が したが、体調は良かった。ルー トは

プラ トー下のクレバスに達 して明日はクレバスを

′

，
′

′

）C3, 6500m

ナイフリッジ

ルーピナクル
, 6000m

ナイフリッジ
TC3,6300m

Cl, 5200m

TC2, 5700rn

フ イックス開始
ゲー ト・ロック

」

「

占ヽ
『

ヽ

17日 全員 BoCに下った。 隊員の疲労は極に達 して

いた。連 日安定 していた天気は、朝か ら雲が拡が

っていた り、午前中に雪が降 り出したり少 しずつ

モンスーンの近づいた事を知 らせていた。

久 し振 りの B・Cは雪 も解け、緑の草が顔を出 し

初めていたが、それにも増 して隊員を喜ばせたの

は岩渕兄弟の到着だった。隊員の下山にタイミン

グを合わせた ようにこのカメラマンー行はやって

来て、その夜は賑やかに語 りあか した。

4月 22日、登山再開。燃料、食料の残 りが少な

くなってあと 1週間程の うちに決着をつけないと

登頂は難 しい。緊張 と不安の入 り混 じった出発で
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頂上に立った第一次アタック隊

右に巻いてプラ トーに出、C3を作 る予定だ。 C

3ま で作れば、見通 しは明るい。翌 25日は央晴。

瀬木 と私でルー トエ作、山本はグンラインなどの

荷上げ。 5ビ ッチでクレバスの に立った。約200

m右に トラヴァース して幅の狭 くなった所を越え

る。急な氷の壁 を2ピ ッチ登 ってプラトーに出た。

6,500m。 プラ トーか らは広い雪壁が頂上に続い

ていた。技術的に難 しくはない。頂上はもう目の

前だ。 26日、吹雪の中、山本 と私 で 6,700mま で

ザイルを張った。スノーバーはあと3本 しかない

か ら明日稜線までしかザイルは張れない。

第 1次 アタックのメンパーは瀬木、山本、私 と

シェルバ 2名 に決まった。小林 と和田は 1日 遅れ

て第 2次アタックに備えている。 夕方 6時の定時

交信、「 いかなる事があっても頂上を踏め 」と ト

ランシーバか ら隊長の言葉が流れてくる。全員気

持 ちは同 じである。寒さも加わって、私 もその夜

は精神安定済 を飲んだ。明朝は 5時の出発予定で

ある。

4月 27日、い よい よアタックの日。 午前 3時

起床、 5時 15分出発。空は雲一つな く澄んでいる。

昨夜の雪は 20磁位か。このところ毎 日ガスが掛 っ

て寝惚けた ような顔をしていたマナスルが珍 しく

ス ッキ リとした顔を出していた。 このぶんだと今

日1日 天気は持 ちそ うだ。 C3か ら雪壁を直登 し

て稜線に達 した所でスノーパーがなくなり、 コン

ティニアスに切 り替えた。私 とサーダーのナワン、

チ ョゴラン、瀬木、山本 とシェルパのアン●テン

パの 2組で歩 く。稜線は膝まで雪に入って歩 きづ

らい。息は荒 〈足を動かす単調な動作だけをやっ

との事で繰 夕返す。無限 と思える時間の中で突然

サーダーの声「 サクセス 」。顔を上げると丸い雪

の頂上が 目の前にあった。 11時 20分、 5人横に

並んで私たちは頂上に立 った。

翌 28日 も快晴。前 日私たちと交替 にC3に入っ

ていた小林 、和田、 シ ェ几パの テ ィリが頂上に

立った。

4月 30日、全員 BoCに帰還。 1週間振 夕に見る

BCは更に春の気配が濃 くなっていた。満ち足タ

た気分で眺めるカン●グルーは初めて見た時より

も優 し〈目に映った。 1カ 月の間、私たちが総力

を拳げて闘ったとはとて も思えない程、それは自

くおだやかな姿だった。長 く苦 しかった私たちの

闘いは終った。

多 くの幸運に恵まれて私たちはカン●グルーの

頂上 に立つ事ができたがそれは 2年前、 ヒマラヤ

遠征の計画が持 ち上った時か ら会員、 OBを含め

た全員の取 り組みが見事に実を結んだ瞬間であっ

た。           (文 責 杉田浩康)

隊の構成

隊長

副隊長

登攀 リーダー

食料、会計

装備

医師

カメラマン

小林昭一 (40)

瀬木善近 (39)

山本大三 (38)

杉田浩康 (27)

村田健治 (24)

和田忠彦 (28)

岩渕世紀 (40)
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ケダルナー
1981年5月 の記録

東京アルコウ会

アプローチマーチ

5月 14日 、チャーター したパスに私達 7名 と連

絡官のPandey、 コックのTashi Lama、HP
のNeal Chand、 それにガイ ド2人が乗込みデ

リーを出発 した。

連絡官は 20才 の学生で、私達に気を使って くれ

たが、かえって注文を付け られる感 じが強 く登山

中にロゲンカする一幕 もあった。そ して彼が長身

であった為に装備を日本か ら後発が持 ち込んだり、

菜食主義者なので食物が私達 と合わないなど苦労

する事が多かった。

デ リーか ら国道 45号線を通 り、リシ々シ (RI

SHIKESH)の清潔な宿に泊る。 ここもヒンズー

教の聖地で ヨガ道場があり、外国人 も修業に来て

いた。

リシケシはまた ヒマラヤの山 々と平野部の境 目

でもある。翌 日はガンジス川の上流へ向けて山の

斜面の遺を登る。途中の町ス リナガール (SRIN
AGAR)で昼食をとり、 JOSIMATH(花 の谷で

ケグルナー ト (KEDARNATH)峰 はインドの首都デ リーの北東約 300 km、 ガンジス川をさかのぼ 夕、

ヒンズー教の聖地ケグルナー トの北にそびえる標高 6,940mの峻峰である。 この山の南壁に私達「 東京ア

ルコウ会 」は創立六十周年記念行事 として遠征を行 なった。

結果は約三分の二の 5,800mま でしか登れず、頂上稜線に抜け出る事が出来なかった。 しか し、 この地

(ケ グルナー ト稜線の南面)で登山活動を行なった隊は外国隊を含めて現在まで他にない と思 うので、私

達 の記録を紹介 したい。
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▲ABC付近よリパルテカンタを望む

有名)方面 とわかれ ガウリクン ド (GAURIKUN
D)に向 う道に入る。山の斜面の細い道で、帰 り

には土砂 くずれにあい半 日足止めを受けてしまっ

た。

この日はガウリクン ドの巡礼者宿に泊る。そ し

て翌 日はケグルナー トヘ向けてのキャラバンが始

まる。 B.Cま で実際に 2日 間の行程 しかな〈、入

山までの期間が短いのが この地域の特徴である。

反面、 キャラバンの楽 しさを長 〈味わえないのが

残念であった。

ガウリクン ドか らケグルナート村までは約 14 km、

この道 をポーター 34名 ミュール 4頭を雇って登っ

た。また、 もう一人のHPの Suranderも 加わ

る。ポーターの うち約 20名 は山の反対側のガンゴ

トリのポーターを使用 した。お よそ 6時間、はだ

しや、かごや ミュールの上に乗った巡礼者達 と共

にケグルナー トをめざして歩いて行 く。

ケグルナー ト村の標高は 3,581m、 富士山の頂

上に近い。お寺を中心に、か店や宿それに郵便局

もある門前町である。周辺には Sadhu(修業僧 )

が住んでいる。私達は村の入口にある高級なホテ

ルの庭:に テントを設営 した。翌 17日 、前日は雲に

おかわれ見えなかった ピークが初めて姿を現わ し

た。今までは写真だけであったが、実物を目前に

見て登攀意欲がはっきりと感 じられる。

BoCは初め村か ら1日 行程の所に置 く事を計画

していた。村か らモ レーンを登ると雪上の行進 と

なり、はだ しのポーターの歩みがあや しくなる。

結局、モレーンを越えてCHORABARI氷河を 2

時間ほ ど進んだあたりの雪原上をBoCと決め、ポ

ーターにチ ップをはずみ荷 を上げた。 しかし、全

装備 を一 日で村か ら上げる事ができず、翌日も荷

上げを行ない BoCを完成させた。

BCの周辺

B.Cは標高約 4,000m、 ケグルナー ト峰の手前

にある 5,041m峰 の麓の氷河上に設営 した。ここ

は 5月 一杯は雪原で、 6月 になると岩石の原にか

わ り、小さなモレーンの反対側には小川が流れ草

原が あり、花が咲 くようになった。

BPCか ら上流を見て右側には、ケグルナー トか

らパルテ 0カ ンタと続 〈6,000m台の稜線がある。

この稜線直下か らの雪崩は 4,000mの氷河 上まで

落 ち、 B,Cを めざして雪煙が近寄って来 る。また、

左側には 5,000mの 山々が連なっている。

氷河の最奥はコルになっていて、右へ岩稜がバ

ルテ ●カンタヘ上が っている。パルテ 0カ ンタか

らの岩稜はケグルナー ト南壁の登攀 とは異なった

山登|夕 が楽 しめそ うである。

登攀活動

BoCか ら約 1時間ほ どで南壁の取付、懸垂氷河

基部のABC(約 4,200m)に 着 く。 ここにBoC

を設営するのが妥当と思われるが、入山時期が早

い場合、登山隊になれていないガウ リクンドのポ

ーターをうま〈利用できるかが問題になると思 う。

ABCか ら懸垂氷河の中央に取付 き、右上 して

5,041m峰 とのコンタク トラインを登 る。懸垂氷

河の中央は、落石や雪崩, クレパス等が多 く、 こ

こをルー トとするには危険がありす ぎた。私達の

登ったルー トは4,600m付近にある氷瀑 (約 150

m)以外には特に問題 となる所はなかった。ここ

は、午後や降雪後に上部 の5,041m峰の斜面か ら

の雪崩が集まり通過するので注意 しなければなら

ない。 この上は広い雪面 となり、天気の良い日中

は日射熱で苦 しむ事になる。

CIは懸垂氷河を登 り切った約 4,900mの所に

設営 した (5月 30日 )。 ここはプラ トーと懸垂

氷河の境 目のセラック上に雪が積った場所で、設

営 してか ら約 3週間の間にテン トの下に割 目が入

るなどの変化がはげ しかった。
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CIの先は横断に 45分程必要 とする

プフトーになっていて、その上にケグル

ナー トの稜線か ら頂上岩壁・ 上部雪田・

中間岩壁・ 雪稜・ 三角岩壁その下の雪壁

と連なり南壁の核心部を構成 している。

プラトー上は右側の 6,000mの壁か ら崩

壊 したプロックの塊が ころがっている。

三角岩壁へは約 200mの雪壁の登 り、

そ して200mの岩壁 を、取付の垂壁を入

工登攀で越え、その後バン ドを利用 し逆

「 く」の字形に登る。岩壁の左側の雪壁

もルー トとして考えたが、雪崩の通路 と

なって しまっている。 もっとも、岩壁の

ルー トも上か らの雪崩が右に左に落ち、

そのたびに雪煙をかぶる始末だった。

三角岩壁の上は不安定な雪壁を トラバ

ースぎみに登 夕雪稜に出る。そ して岩壁

を終了 してか ら約 600mで、中間岩壁右

端の下のC2設営地点に着いた (6月 13

日)。 C2地点 (約 5,800m)は 氷の上

に雪が約 30“付いた雪稜で、 カッティン

でテン トを張るスペースを作るのに 4日

間を要 して しまった。

これより先のルー トとしては、中間岩壁を右に

まわり雪壁を上部雪田に登 り、 これを左に トラバ

ース して頂上岩壁左端 を稜線に上が り、そ して右

に頂上をめざす事を考えていた。

しか し、すでにこの時、登山計画を10日 間ほど

遅れており、技術・ 安全上の点でHPを三角岩壁以

上で使えないのが私達の負担 となっていた。そ し

て、 C2設営後の 2日 間の降雪、さらにモンスー

ンの接近は登山活動 を終えるのに十分な理由とな

った。

6月 20日 Clか らの荷下げ、 21日 に全員BCに

集合 した。 28日 B.Cよ リガウリクンドまで下山、29

日行 きと同 じバスで雨の中をス リナガールに着 く。

翌 30日にデリーにもどった。

IMFへ の報告、今後のためにイン ドに残 して

お 〈装備 と日本に送 り返す荷物の準備 と通関を終

え、全員イン ドをはなれた。

おわりに

ケグルナー ト南壁をめざした私達は、南壁核心

部の頂上岩壁 0雪田・ 中間岩壁に手 をふれる事な

く帰 って来て しまった。 しか し、山を眺めながら

考えた事は、必ず登れるとい う事であった。そし

て、 ヒマラヤ登山が単に登頂するだけ でな く登 り

方が問われる現在、デ リーか ら4日 間で入山でき

るこの地域の山は少人数の速攻で登 るのに適 して

いると思っている。

ケグルナー トの南壁 とパルテ 0カ ンタの岩稜、

この二つはそれぞれ異なった登攀が楽 しめる。今

考えているのは、力を付けて二、三年の うちに再

びこの場所に行 く事である。   (前 田文彦)

(隊の構成〉

隊長 星野通明 (36)、 隊員 前田文彦 (26)、

斉藤和雄 (29)、 三浦利― (25)、 竹内雅雄

(22)、 西藤譲 (33)、 江黒健太郎 (22)
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イン ド、中国、パキスタンの国境が接するとこ

ろ、インド亜大陸 と中央アジアの接点、カラコル

ム峠 (a570m)は 、大 ヒマラヤの中でも特に

行 つてみたいところのひとつである。

1553年 、シナ 。トルキスタン王 ミルザ・ハイ

ダノl“ 越ゞえて以来、東西のキラ星の如 き探検家が

この峠を越えている。峠の頂上にはその名の由来

となつたといわれる黒い石があるという荒涼たる

峠。 ラダックのレーを起点にカル ドゥン・ ラを越

え、ヌブラ河をさかのほ リサセール・ラかサセー

ル・ブランサに出てシャイヨーク河に下る。そ し

てカラコルム峠を越えて遠 〈イルカン ドに達する

道を想 うだけで胸の高鳴 りを覚え るのである。い

つ の日かこのルー トがオープンされたとしたら大

ヒマラヤを越える最 もすばらしい道 として多 くの

人を迎えることになろう。マモス トン・カンリは

このルー トの途中にある巨峰である。

マモス トン・カンリ

″
千人の魔

″
の意味を持つマモス トン・ カンリ

は 1860年 代 に測量された。シャイヨーク河の

右岸、サセール・ カンリの北西にあり、南にマモ

ス トン氷河、北 にチ ョング・クムダン氷河が位置

する。「 クムグン・グループ」に属 し、サセール

・ カンリ山群 とはサセール・ラを隔てて対する。

1907年 、軍事的使命を帯びて西域 に入 つた

日野強中佐は、カシュガルからカラコル ム峠 を経

てサセール・ ラを通過 し、レーにたど り着いた。

著書「 イリ紀行」には詳細な日誌と地誌が載 つて

いる。「 ……南下2里余、印度河 (注、イングス

河 )の上流に出づ、水浅〈して渡河容易なりき。

不「|ヨ 定 重

次で急坂を上 りてセシル嶺北の中腹に暮営す。…

… 5日 …… 10時 25分 センル嶺の頂上に達す。」

と記 している。
″セツル嶺

″
は、サセール・ラの

ことであるがこの峠を越えた日本人は外にもいる。

1909年 の第 2次大谷探検隊の橘 瑞超と野村

宗三郎である。彼 らはマモス トン氷河舌端近 くを

通 つている。 しか し、 マモス トン・ カンリに関し

ての記述は見られない。 20世紀初頭 に早 〈も日

本人が この地に足 を踏み入れたとい うのは何とす

ばらしいことではないか。

1839年 、P.ヤ ングはマモス トン氷河の入口

に達 した。 1907年 、DoG。 オ リバーがこの

氷河を探査 した記録が G oJに 出ている。

1909年 にToG.ロ ングスタッフは東部 カラ

コルムー‐帯の広域 にわたる氷河探査を行ないマ

モス トン氷河 も調べた。G.Jに「 Glacier
Exp loration in the Karakoram」

を発表 している。

パキスタン側から東部カラコルムの山の許可が取

得できるようにな り、わが国か らも幾つかの隊が

国境 (停載 ライン )付近の山に入 つている。

けれ ど、内外 ともに西面以外からの写真は未見で

ある。

西面か らこの山を最 も良くとらえているのは、1978

年の鶴城山岳会隊で ある。ギョン・ラ(GyOng

La 5700m)か らのパノラマの中にポリューム

のあるマモス トン・カンリが出てい る。また、サ

ル トロ・カン リ隊、静岡大のテラム・ カン リから

の写真 もある。残念 ながら遠望であ リルー トを特

定することはできないが三角形を した大 きな山で

ある。
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シャイヨーク河 、特に右岸からは多 くの氷河が

流入 している。 この付近の氷河 の流動は活発なよ

うで度々シャイヨーク河をせ きとめ天然のダムを

形成 している。氷河ダムはやがて決壊 して大洪水

となり下流の村々に甚大な被害を与 える。チ ョン

グ・クムダン氷河のダムは有名で、 1926年 10

月末には大洪水をもたらしている。 1928年 に

も上流 5マ イル以上にわた つて大湖水を出現させ

翌年決壊 している。決壊前 (写真参照 )、 決壊後

のダムや下流での増水状況などが、HOJの Vol―

ⅡにJoP・ ガンによつて詳細に報告されている。

マモス トン・ カンリヘは、チ ョング・クムダン

氷河からもルー トをとれ るが南面 のマモス トン氷

河が最 も落ちつ いている。

アプローチは、スリナガールからレーに至 り、 ラ

ダック山脈の峠 (カ ル ドウン・ ラ)を越えてシャ

イヨーク河に下 る。ヌブラ河をさかのぼ り、別れ

てサ セール・ ラヘの道をとるか、ア ッパー・シャ

イヨーク河に沿 つてサセール・プランサに至 リサ

サセール・ ラを越すことになる。

ヌブラ・ シャイヨーク両河 とも6へ 8月 の間は

増水が著 しくキャラバンは難渋する。早い時期に

入 つて本格的増水の始まる前に登山活動 を終 える

るのがベ ターとなる。秋は 9月 以後に滅水する。

レーまで空の定期便が入 つているので早春のゾー

ジ・ ラの雪の問題はク リヤーで きる。

現在、 カラコルム全域を通 してこの山は屈指の未

踏峰であ り同時に最 も知 られていない山である。

マモス トン・カンリ周辺の山々 .

南リモ氷河とマモス トン・カンリとの間には殆

んど探られていない 0000mか ら 7000mの
山が多 くある。

チョング ●タムダン氷河をとりまく山では 、7004m

峰、 7071m峰 をはじめ として Q500m以上の幾つか

の ピークが見 られる。豊富な雪をまとつた重量感

ある ピークである。氷河 の流動は激 しい ようであ

る。1914年 にデ。フィリッピ隊により沢ll量されている。
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チョング・クムダンダムとヌプラ川右岸の山々 (F.ラ ッドロー,H.J.Vol― :l)

シエルカール・チ ョルテン氷河 と南リモ氷河 の

間の「 シ エルカール・グループ」にもQ529m

峰を頭 に 6500m峰 が幾つか見 られる。1912

m、 フ ィッサー隊が シエルカール・チ ョルテン氷

河 を擦査 している。 この付近は氷河が広範に発達

しているのでルー トは とり易いだろう。

南 リモ氷河の北、停戦ラインの東側でカラコル

ム峠までの間は高度を減 じてお り、数座の Q000

m峰が見 られるだけで ある。 1914年 のデ 。フ

ィリッヒ1求が擦査 している。

南テロン・ グループ他

停戦 ラインからマモス トン氷河 の間の山群 には

Q773m峰 の他、 Q000m峰 が数座見られる

が ピークナンバーの付いた山はない。

シアチェン氷河 の手前、ヌ
`ブ

ラ河上流左岸にス ト

ングステ ンド(StOngSted Q014m)が ある。

大カラコルムからははずれるが地理区分上のサル

トロRa ngeに 属するチ ュルング (Chulu ng

グルー プ )に はD52(Q826m)を最高峰として幾

つかの Q000m峰 が ラ・ヤグマ氷河流域 にある。

この主脈はシャイヨーク河 との合流点までのび、

6161m峰 までの間に Q000m峰 数座を連ね

ている。

いづれ も登山を目的 とした記録は見当らない。

1960年 、インド陸軍隊がアプサ ラサス山群

-18-

に入 つた記録はいささか ショッキングであつた。

アプサ ラサスは、伝えられる停戦ラインより西側

にあり、パキスタン領 として (中 国との国境上 )

認識されていたからである。

1976年 にはるかなキャラバンの未に初登頂を

果 した大阪大学隊 ももちろんバキスタンの許可に

より入域 しているので ある。停戦 ラインはシアチ

ェン氷河 の舌端 を通 つている。 (地図参照 )

イン ド隊は、アプサラサスの最高峰
″7131m″

に登つたと記 している。最高峰は 7245m(I

峰 )で あるが、 AAJの A・ カーターは山群の他

の ピークに登 つた可能性 も示唆 している。

彼 らは、レーをスター トしシアチェン氷河に達 し

ア ドバ ンスベースキャンプをテラム・ シェール氷

河 とロロフォン ド氷河、 シアチェン氷河の合流点

518雛 置いたという。9月 18日午前 11時に8名、同

日午後 6時 15分 に第 2次隊 7名が登頂 している。

先股、 1:hTの招請で来 日したインド登山財団総

裁サ リーン氏 とこの付近のオープン問題について

話をしてみた。 IMFと しては、登山の立場から

できるだけ多 〈の山を開放 したい意向だという。

しかし、その権限は IMFに はない。高度の政治

レベルの判断になる。 この地域のオープンのカギ

を握 つているのは、中国、インド、パキスタンを

主軸 とする国際政情にある。 ラグックには大軍事

基地があり、精鋭といわれるパラシュー ト部隊 も

駐屯している。イン ド北西辺境の情勢は厳 しい。
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東京都庁山岳部ネパール合同登山隊
(オンミ・カンリ7028m?)

出席者 金子利三 (隊長 )

小原紳一 (隊員)

●聞 き手  尾形好雄

鈴木道子 (隊員)

五味秀一 (隊員)

黒 部 か ら しマ ラ ヤ ヘ

ー  今、都庁山岳部は何名ぐらいおるんですか。

金子 0・ Bも 含めて80名 ぐらいですかね。その

うち、 日頃山へ出かけているのは15人 くらいです。

一  創立50周年 とお聞きしましたが、職域山岳部

としては随分古い歴史をお持ちですね。

金 子 そ うですね。古さだけは。中身は薄いです

力も

一  都庁山岳部 と云 うのですから一つの職域山岳

会だと思うのですが、どう云 った人達がお集 りで

すか。

金子 都庁勤務者だけと云 うものではなく区役所

や国の社会保険事務所など都庁の関係機関に勤め

る者 もお ります。

一  以前は黒部周辺に精力的に入 られていたよう

に記憶 しているのですが、あれは地域研究的なも

ので取 りぐまれてたのですか。

金 子 別にそ うい う訳ではなく、あそ こしか思い

つかなかったからではないですかね。 うちは委員

会制で今、私が委員長をやっているのですが、街

の山岳会のチーフが 2年 ぐらいでどんどん交替 し

てい くと聞いてますが、 うちは前の委員長は 5～

6年やりましたし、かなり長いんです よ。だから

一人の時代が 5～ 6年続きます とかなりの事が出

小原紳―氏

鈴木道子氏

来 ちゃう訳です。

一暫塾初は剣 と云 うことでスター トしたんです よ。

大雪のあった昭和43年のあと剣の三年計画で小窓

尾根 を目標にしては じめたんですけ ど、一応それ

が終 ってマ ッキンレーに行ったんですがね、次ど

こをやろ うかと云 うことになって、 まだあそこは

小窓尾根だけでなく、やる所が沢山あるからやっ

てるうちに黒部の川の方 まで広がってきたとい う

ことです。

一  マ ッキンレーに行かれたのは、いつで したか。

金子  '72年です。

一 そのあとパツーラは '77年でしたか。

金子 そ うですね。 '75,'76年 と二度偵察にも

行 ってます。

一 それらの偵察行は、いずれもパツーラに照準

を合わせてですか。

金子 そ うですね。当時は残されている一番高い

山で したからね。

一  そ うしますとオンミ・ カンリはパツーラの後

と云 うことになりますか。

金子 そ うですね。 5年振 りです。

ラ ン タ ン oり を計 画 したが … …

一  今年あ夏頃はリンク・サールの計画があった

ように記憶しておりますが。
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金子 はい、昨年の夏頃から 82年には海外へ出

ようと云 う声があって、その山選びの最前堤が 7

0oO米 の未踏峰 と云 う事で した。今年ネパール

は解禁になりましたが、その頃はネパールにない

んであとはインドかパキスタンしかないんで必然

的にパキスタンになって申請書 まで出したんです。

昨年の うちからランタン・ りへ行 きたいと云 う話

があったんですが、僕 らは情報網 も少な〈、 ラン

タン・ りはいつオープンされるか判 らなかったの

で取 り敢えずパキスタンと云 う事で計画 したんで

すけどれ)い きなり今年解禁されちゃったもんで

それ じゃうちもランタン・ りを出そ うと云 う事だ

ったんです。

一  それでは リンク・サールを止めてと云 う事で

すか。

金子 そ うですね。

一  その ランタン・ りも残念 なが ら登れな〈なっ

ちゃったと。

金子 そ うですね。本来なら我 々が計画書を出 し

た時点では他に割 り込む余地はなかったんですけ

どね。何故か登 られちゃって……

―  ランタン・ りの計画は随分前からあったんで

すか。

金子 うちの場合、岩登 りの個性が良いとかと云

うのではなく皆の力で何かをやると云 うところな

ので、例えば ガウリサンカールの様な山では歯が

たたない し、 ランタン・ りなんか 70oO米 もあ

るし、行きたいなあと思っていたんです。

小原 ランタン・ りはかなり前から計画の段階か

らあったんですが、解禁されていないと云 う事で

諦めてたんです。

一  前回がカラコルだったから、今度はネパール

と云 うこともあってですか。

金子 そ うですね、 あんなガラ場 よりも緑のネパ

ールヘ行 ってみたい と思います じね。

一  オンミ・ カンリを選ばれた選定理由なども、

その数少ない 7000米の処女峰 と云 うことですか。

金 子 そ うですね、かえ って今、オンミ・ カンリ

に変更出来るのは休暇の面では難かしいのですが

ランタン・ りよりもほんのい くらかでも未知なと

ころと云 うことで喜んでお ります。

一  体暇の問題はやは り職域山岳部だけあって難

かしいですか。

金子 そうですね、今、国でも行政改革 なんて叫

ばれており都でも人減 じ人減しと云 われている時

だか ら非常に今は難か しいですね。

一  で も皆さん休職と云 う形で行かれ るんでしょ。

金 子 いえ、休職と云 う扱いはないんですよ。

一  それではどうい う形で……

金子 まな 良い上司についた運の良い奴は欠勤

ですけどね。私事欠勤扱いが一番運の良い奴です。

一  費用の方は、全て個人負担ですか。

金子 そ うです。一人 120万を覚悟 してもらっ

てます。 (総経費 1200万 )

一  オンミ・ カンリは合同登山隊にのみ許される

山だと思いますが、合同の相手先はどこですか。

金子 NMAで す。

一  NMAと の合同では、この秋の登山隊などい

ろいろと苦労があったように聞いてお りますが、

どなたか渉外要員 として現地に派遣 されてるので

すか。

金子 いえ、全部エージェント任せです。

一  エージェントはどこですか。

金子  「ネパール・ トレックス&ナ シ ョナル ヒ

ス トリー Exp 」と云 うところです。余 り日本

では知 られてない会社です。

一  ネパール側隊員は何名ですか。

金子 3名 です。

一  先発の方はいつ頃出発の予定ですか。

金子 いえ、先発は出さないつもりです。その前

の渉外関係は全部エージェントにや らせておこう

かと思 ってます。

一  そ うするとNMAの 推薦状などもすべてエー

ジェン トでやって貰 うと云 う事ですか。

金 子 そ うです。

一  この秋の登山隊は NMAの推薦状問題で苦労

したと聞いておりますが。

金子 うちのエージェントは余つ 苦労 したとは云

ってお りませんで した力も

バツーラの二の舞は避 けたい

―  タプレジュンまでは飛行機ですか。

金子 そ うです。

一  キャラバン・ルー トはどうなんですか。
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金子 タムール川を源流 まで遡 ってヌプチ ューの

裾 をまいてオンミ・ カンリの南面に入 ります。 タ

プレジェンからBCま で 8日 間を予定 してます。

一  登攀予定ルー トはどこですか。

金子 一応その南稜 を予定 してます。 あるいは観

光省で交渉出来れば この北西稜の方から登るよう

になるかも知れませんが、写真の感 じではその南

稜みたいですね。

一  この南稜 自体はどう云 う稜 なんですか。

金子 どばっとした雪の尾根みたいです よ。

一  南稜への取付 きはアイス・フォールなんかが

あるのですか。

金子 それは判 りません。 まだその氷河の写真が

全然手に入 らないんです。

一  タクテ ィックスについてお聞かせ下さい。

金子 一応、前進キャンプを四つ出し、オーソ ド

ックスな極地法でや りたい と思います。それに我

々ヒマラヤの高度を経験するのが初めての者が多

いので 3日 に一度の休養 を考えてます。

一  メンパーの方で、 ′ヾソーラに行かれたのは金

子さんだけですか。

金子 副隊長の中村幸太郎 も行ってます。

一 残 りのメンパーの方は皆さん初めてですか。

金子 はい、初めてです。

一  このシェルパ 1名 と云 うのはサーダーだけで

すか。

金子 はい、そ うです。

一 往路キャラバンのローカル・ ポーターは何名

ぐらいですか。

金子 65名 ぐらいを予定 してます。

一 そ うします と国内からはどの くらい持ち出す

のでしょうか。

金子 国内からの持ち出しは 1.3tを予定 してま

九

―  タプレジュンからキャラバン開始となると、

隊荷 もタプレまでは空輸ですか。

金子 最初はソイン・オ ッター機が飛べると云 う

情報だったんで、その予定で したが、 まだその辺

は解決 してません。

―  登頂予定はいつ頃になりますか。

金子 5月 の上旬に全員登頂を考えてます。

一 酸素はいかがですか。

金子 医療用にポンベを 2本、それ と各キャンプ

に緊急用 として 02パ ック を備えようと思ってます。

少し金がかかっても安心であることにこしたこと

はないですからね。

一  何かタクティックス面で変った点 などはあ り

ませんか。

金子 あ りません。 この前パソーラで一人殺 して

いますか ら、日新しい ことをやるよりも登ってこ

な〈ては と思ってます。

一  あれは雪崩でしたか。

金子 そ うですね。

一 小原さんは今回初めてと云 うことですが どう

ですか。

小原 一回は ヒマラャヘ行ってみたい と云 う気持

は少 し前 からあったんですけどね。 2～ 3年前 ま

では行 こうと云 う考えは無 く、ただ行 ってみたい

なあと云 った気持でした。僕なんかは余 り岩登 り

が得意 じゃないんでそ う云ったものが出てこない

山がいいなあと思ってました。 まあ、ネパールは

いろんな人の話を聞いたりして日本の山に自然が

近いと云 うような事ですごくいいなあと思ってま

す。

一 五味 さん抱負を聞かせて下さい。

五味 私にとってはやは り高さと云 うものが一番

ですね。 どこまで自分がやれるかと云 うことで、

やは リヒマラヤは一度はいってみたい所ですね。

一 鈴木 さん、紅一点の参加ですがいかがですか。

鈴木 大 した抱負もありません。

一  それで職を辞めてまで行 〈のですか (笑い )。

鈴木 そんなだいそれたものはないのですけど……・

一  やは り尽させぬ憧れの ようなものがあるか ら

ですかね。

鈴木 そ うですね。単純な理由だと思います。

一 最後にオンミ・ カンリに賭けた隊長さんの抱

負をお聞かせ下さい。

金子 べつに¨̈ 行̈けば登れるん じゃないかなあ

と思ってますから。然 し、 バツーラの二の舞だけ

は したくないですね。

一 本当に今 日はお忙 しいところあ りがとうござ

いました。頑張 ってきて下さい。

-12月 17日 小田急 9Fに て 一
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ヒマラヤ閑話 (48)
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水野 勉

「花を求めて」の項はもう少しつづけて、キン

グドン・ウォー ドを 2、 3回書き、その後にしめ

くくりを書いて、 20回 ぐらいで終る予定でいた。

しかし、キングドン・ウォー ドのことになると、

花というばかりでなく、地理についても調べてみ

たいし、項をあらためて書いた方が自分としても

気分が落着くので、「花を求めて」は前回で終る

こととする。けれども内容からいえば、つづきで

ある。

フランク・キングドン・ウォー ドは植物採集者

としては最大の人物であろう。今後においても、

この分野でかれの業績をしのぐ者が出る可能性は

まずあるまい。

植物採集者はそれぞれ自分の好みの方法で仕事

をやっている。いままでにも述べたように、フォ

レスト、ロック、ウィルソンなどは ,量的に採集

しようとした。四季をつうじて、できるだけ広範

囲にわたって採集をしようとした。キングドン・

ウォードはちがっていた。ファーラーもそうであ

ったが、かれ独自のやり方をした。かれは自分が

採集した植物がじっさいに育つのを自らの目で見

た。そして、秋になって、またそこへ戻り、種子

を採集した。たまには、ヨーロッパ人の同行者が

いたが、ほとんどいつでも、かれの採集はかれ自

身でおこなわれた。

この方法はたしかに利点があった。採集者自ら

がその日であらゆる植物をそのあるべき場所で見

ることができた。したがって、その環境、条件な

どについて明確な認識を持つことができ、フィー

ル ド・ノー トに正確にそれらを記入することがで
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きた。現地人などに採集をさせるものには、とて

もマネのできないことであった。かれが採集した

種子が、花の咲いていたときに自分がその場所で

特定した植物のものであることを、よく知ってい

た。もし、誤りがあったら、それはすべて自分

の責任であった。たまには道路ぎわにあったから

採集したというような、現地人のやり方が混 じる

恐れはまったくなかった。

不利な点は、一人の採集者がカバーできる地域

はごく限られてしまうことだった。また、種子を

採集するばあいでも、同時に何か所には行けない

ことだった。

フランク・キングドン・ ウォー ドの父は、ハリ

ー・マーシャル・ウォー ドといって、1896ヽ 1906

年、ケンプリッジ大学の植物学教授であった。そ

の前の 10年 間は、クーパーズ 。ヒルにあった。王

立インドエ科大学の植物学教授をしていたので、

キングドン・ウォー ドは、子供の頃、インドやビ

ルマから帰ってきた森林監督官などにしばしば会

っていた。感受性の強い年頃に、かれはプラマプ

トラその他アジアの大河のロマンにみちた話をか

れから聞いていた。かような植物に関係の深いふ

んいきにかこまれて、かれが植物採集に興味を抱

くようになったのは、当然といえるであろう。

キ/グ ドン・ウォー ドはケンプリッジのクライ

スト・ カレッジに入り、自然科学を学んだ。そし

て、1907年には早くも、3年契約の教師として上

海へ行った。 しかし、 2年後には、マルコム.P.

アンダーソンとともに、中国内部の旅行 1909年

-1910年の旅行に出発した。

1911年には、 リヴァプールのビーズ苗木生育



会社がウォー ドを雇い、北西雲南へ遠征をさせる

ことになった。その会社はまたジョージ・ フォレ

ス トを送 り出したところだった。これ以後のキン

グドン・ ウォー ドは中国西南部、ビルマ北部、ア

ッサム北東部、チベット東南部など、揚子江、メ

コン、イラフジ、サルウィーン諸大河の上流地域

への遠征につぐ遠征の連続であった。かれは1958

年に 72才で死んだけれども、その生涯はまさに探

検家の名にふさわしいものだった。かれが旅行を

した地域は当時であってももちろん世界でももっ

とも知られていなかった地域であったけれども、

現在においてももっとも知 られざる地域なのである。

かれはもちろん第 1の 目的は花を求めての旅行で

あったけれども、かれの関心は地理や高山に対し

ても向けられた。

キングドン・ウォー ドは 1885年 11月 6日 に生

れ、1958年 4月 8日 に死亡 した。その 72年間 の

生涯のうち、 1909ヽ 1957年の 48年間というも

のは全く旅行で埋まっている。かれの踏破 した地

域の探検家としては、ジョセフ・ ロック、ギル、

エ ドガー、ニーダム、ベイ リーなどがあげ られる

が、その足どりの広さ、おとずれた回数、報告の

精密さなどからいって、キング ドン・ウォー ドが

第 1人者であろう。かれは多くの植物学的業績以

外に、プランク地域であった地図上に多くの地名

や等高線を加えていった。王立地理学協会は1930

年に、ファンダーズ・ゴール ド・メダルを贈 り、

王立スコットランド地理学協会は 1936年に リビ

ングストン・ ゴール ド・メグルを贈って、その功

績を表彰した。

かれは若 くして遠征をはじめた。かれが 1人で

戸外にキャンプしたのも、ほんの少年のときであ

った。それ以来、野外生活への愛、自然への深い

関心を生涯抱きつづけた。勇気、決断力、仕事に

対する烈 しい情熱などを持ち合せていると同時に、

慎しみ深さをも持合せていた。派手な性格であっ

たら、あのように地味な探検を50年近くもつづけ

られなかったろう。

次に少しわず らわしいかもしれないが、その遠

征の足どりをたどることに しよう。

1909-10 西部中国 (上海から南部甘粛経由で

打箭炉へ )

これは前述したように、P.ア ンダーソンと

同行した旅行で、厳密にかれ自身の旅行とはい

えないが、最初の旅行としてかれに与えた影響

は大きい。甘粛から四川へ下り、成都、打箭炉、

それから峨眉山にのぼり、揚子江を下って重慶

へ、それから上海へと戻った。

1911 ビルマ北部とチベット=ビルマ北部のバ

ーモを出発して、雲南の騰越、大理、維西、メ

コン川沿いのツェクからア トンツェ、それから

ドケル・ラ経由でメコン川に戻り、ア トンツェ

までさかのぼり、それから北東へ向い、揚子江

沿いのモティンヘ、西へ向ってツァーレイヘ更

に北へ行って巴塘へ、更に同じルー トをたどっ

てチベットのガル トクヘ行き、それからまた南

西へ向ってメコン川に出て、メコン川を下り騰

越へと戻った。

1913 雲南とチベット=ミ チーナ、大理、麗江、

中旬高原、ア トンツェ、 ドケル・ラなど経由で、

カグルプ、自錐山をとおって、メコン・サルウ

ィン分水界のチベット側へと北東へ向い、サル

ウィン川を下って、サルウィン・マイファ両河

分水界を越えて、タロン川 (マイファ川上流 )

へ出て、ビト峠をとおリア トンツェヘ抜けた。

1914 北部ビルマ=ミ チーナ、ピーモー、フェ

ンジュウェリン、イマラ。ブム、ヴラウ峠、シ

ンルプ。チェト、フォル ト・ヘルツとたどり、

ミチーナヘ戻る。

1919 北部ビルマ=イ マウ・ プム、ピーモー。

1921 雲南と四川=大理、麗江、ユンニン、ム

リと四川へも入り、騰越、バーモとたどった。

1922 雲南、四川、チベットおよび北部ビルマ

=バ ーモ、騰越、大理、ユンニン、ムリ、麗江、

カリ峠、自錐山、アトンツェ、ヤコロズ、それ

からメコン・サルウィン分水界を越えて南西へ

向い、チャムトンヘ、ゴムバ 。ラをとおってタ

ロン川へと抜け、タル・ トラをとおってナム・

タマイ川 (マイ・ファ川の支流 )へと抜け、フ

ル ト、ヘルツ、 ミチーナヘと戻った。

1924-25 東部ヒマラヤと南部チベット=シ ッ

キム、ファリ、ギャンツェ、ツァンポ谷、ツァ

ンポ・ ゴルジュ、プータン、イン ドというルー

ト。                (´ Eづ く)
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■ 寸 感 ■
今、 1981年 の大晦日を目前にして、2月 号の編

集後記を書いている。季節感覚のズレは月刊誌編

集者の宿命で、今さらどうということもないが、

しかしこの 1981年 という年、実に苦渋に満ちた

忘れられない年であった。また同時に無我夢中の

一年でもあった。ひとつのことに夢中になるとい

うのは確かにすばらしいことであろう。 しかし、

より大いなる発展のためには、己れの目標以外の

ことにも神経が行き届いていなければならない。

今年ヒマラヤヘ出かけられる方、特に若い方はそ

のことを心 して山に向って欲 しいと思う。確実な

登山はそういう姿勢の中から生まれてくるものだ。

これは登山のみに限ったことではなく、人生のあ

らゆること、また対人関係においても言えること

だろう。かく言う筆者も、夢中になると周囲が見

えな くなってしまう性格だが、先日、苦悩の中に

あった私にある人がこんこんと悟してくれた。私

よりも少 し若い人だが、胸に響いたその言葉を大

切にしたいと思っている。 1982年 こそは明るい

年にしたぃものだ。        (角 田 )

□ □ 圃 □ □ (12月 )

5(土 )ヽ 6(日 )日 本ヒマラヤ会議高知会場開催

6(日 )ナ ング・カー ト捜索隊帰国 (先発 )

広島ヒマラヤ集会開催

7(月 )長 崎ヒマラヤ集会開催

12(土)ナ ング・カー ト捜索隊帰国 (後発 )

20(日 )ナ ンダ・カー ト捜索隊報告会、同追悼

式 (於東京・岸記念体育館 503号室 )

25(金 ) 1982年登山学校 (ク ン7077π )イ ン

ストラクター会議 (土居、稲垣、角田 )

28(月 )事 務局御用おさめ

人

人

所

行

集

行

発

編

発

ヒマラヤ No.123(2月号)

日召和 57 :年 1月 10 日F口 届1 57年 2月 1日 発行

柴 田 金之助

角 田 不 二

日本 ヒマラヤ協会

〒 160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

れ R                                                         ′  ヽ

さUNITED TRAVEL SERViCE(OLtd.
■イン ドヒマラヤ全域のアレンジをすべて日本語

でひきうけています。本社にも東京事務所にも日

本語に堪能なスタッフが多勢おります。

■許可取得から通関 、隊荷輸送 、ポーターアレン

ジまで、遠征・ トレッキングのすべてを取り扱っ

ております。

■詳細は東京事務所のサニーまでお問合せ下さい。

もちろん日本語で′′

東 京 事 務 所

本社 (デ リー)

〒141 東京都品川区西五反田 2-23-11-202 電話 03-493-4920

802 Nirmal TOwer,26Barakhamba ROad,New Delhi lndia
42804 43984.Phone: 46107
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シ ッキム・ フ ータ ン・ ガ ール ワ ール・ クマ オ ン

クル ●マナ リ・ ラダ ッ ク・ ネ パ ール・・ o・ ・
への トレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。

銹触貯

CAPT SVVADESH KUMAR
(MANACING DIRECTOR)

TRAVEI.S I)RIVATE LIMITEI)

1,701, Nirmal tOwOrs,

26 barakhanlba rOad ne、 、 delhi-110001

t el. 42555,42666 telex 031~1364 SHIK IN Cable SHIKHE

Branch Office:CangtOk

Camp Office:JOshimath&Uttarkashi

ヒマラヤ登山の専門家
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S:TA WORLD TRAVEL(IND
F-12, Connaught Place,New Delhi-110

SITATUR PhOne: 45961 T

並ぶ ものな い山岳サー ビス

☆ イン ド政府許可証

☆ 通 関 手 続

☆ 交 通 機 関

☆ ポ ー タ ー

☆ ハイポーター

☆ デラックス食料賄い

☆ テン ト宿泊用具

☆ マウンテンガイ ド

IA)PVTo LTD.
001, In dia
elex : 2823
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ヒマラヤヘの装備

‐ ― 。
つ

◎遠征隊の装備、相談にのります。

→ひJ「万寡χだ―〃
●称冒登山本店/〒 160東京都新宿区百人町2-2-3● 03(208)6601代 )

。新宿西口店/〒 160東 京都新宿区西新宿 1-16-7●03(346)0301

0水道橋ハードギアシヨンプ/〒 101東 京都千代田区三崎町2-8-14803(264)5575

0水道橋ソフトウェアショツプ/〒 i01東京都千代田区三崎町2-8-6● 03(264)8901

●大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町 2-123● 0486(41)5707

●高崎店/〒 370群 馬県高崎市新町10580273(27)2397

●lCI通販部/〒 160東 京都新宿区大久保 2-19-10東和ビル内●03(2oo)7219

スキー

本屋

山用ニホ店
テニス用ニ

大久保通 り 至若松町
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